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第７回社会教育委員会議 

開催日時 令和７年７月29日（火） 午後２時～午後４時 

会  場 ふるまち庁舎 ４階 401会議室 

出席者 

【社会教育委員】 

今井 岳、江口 和美、小倉 壮平、木村 いほ子、佐藤 裕紀、司山 園美、 

白神 道子、羽賀 万起子、長谷川 雅朗、山岸 則子 計10名 ※敬称略 

【事務局】 

生涯学習センター所長、中央図書館長、生涯学習推進課長、生涯学習推進課職員６名、 

計９名 
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１ 開会 

 

２ 報告事項 

（１）令和７年度社会教育委員等研修会参加報告 

○報告資料１―１、１－２に基づき、白神委員より参加報告を行いました。 

【主な質問・意見等】 

・質問や意見はありませんでした。 

 

（２）令和６年度社会教育関連事業実績報告 

○報告資料２に基づき、事務局より説明しました。 

【主な質問・意見等】 

・図書館サービスの配本車の運行は社会教育施設を回っているのか、各学校を回っ

ているのか。 

 →学校ではなく、図書館間を運行している。予約の受取サービスでは区役所の出

張所や連絡所で予約した本を受け取ることも可能である。 

・小・中学校には運行していないということか。 

 →配本車の運行はしていない。学校用にはBook Packで団体貸出のサービスがあ

る。 

・Book Pack はパックでの貸出だが、こども達の個人の要望に応える配本はしてい

るのか。 

 →学校に対してこどもの各要望に応える配本サービスはない。 

 

（３）生涯学習施策に係る方針（ガイドライン）骨子案について（※非公開） 

○報告資料３に基づき、事務局より説明しました。 

 

３ 意見交換（グループワーク） 

〇資料１に基づき、事務局より説明した後に、今後の調査研究活動について各グルー

プに分かれて意見交換を行いました。 

【主な質問・意見等】 

 

【Aグループ「こどもの多様な居場所づくりのための社会教育人材ネットワーク」】 

・建議作成に向け、盛り込む内容や分量のイメージを共有し、今後の進め方を確認

した。例えば、こどもの居場所の面で「部活動の地域展開」など、これから項目

を絞って話し合う。 

 ・中学校の学校統廃合により校区が広がることになるが、部活動縮小もあわせてア

クセスの課題が多い。 
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 ・地域によっては児童生徒にとって、図書館等の公共施設が遠くて利用しづらい場

合がある。 

 ・市立図書館から学校へのBook Pack団体貸出サービスはあるが、こどもたちの読

みたい本は様々である。他市では個別の要望に応えるサービス展開もあるが新潟

市はできていない。 

 ・情報提供の方法にも課題がある。地域活動・イベント・クラブ等の情報を集約し

たポータルサイトに関しても提案してはどうか。 

 ・色々な情報を集約したり、必要に応じて提供したりするコーディネーターのよう

な方がいるとよいのではないか。 

 ・行政の政策は縦割りに考えられているが、横に連携して進めるなど柔軟な発想で

展開してほしいと要望してはどうか。 

 ・こどもに対する居場所の課題やニーズを把握するために、例えば、行政が２年に

１回アンケートを実施し、地域の社会教育関係者で議論する場を設けてもよいの

ではないか。 

 ・こどもが様々なことに挑戦する機会が減っている。コロナ禍を経てスポーツや文

化活動について本物や一流に触れる機会が減ってしまった。 

 

○建議作成に向け、次の事項が確認された。 

・次回会議までに、学校に通うこどもたちの視点から見た社会教育の政策で配慮し

てほしいトピックを各自いくつか挙げる。 

・次回会議ではその内容について話し合い、原稿の確認会をする。 

  

【Bグループ「生涯学び活躍できる社会教育人材ネットワーク」】 

 ・視察の日程調整についてと今後の進め方を確認した。 

 ・視察先への質問内容や押さえるポイントを再確認した。 

 ・視察では、活動の中でのネットワークがある場合、「どのようなニーズがあるか」

を確認する。 

・アンケートをどのように活用するか検討した。 

 ・今回の視察やアンケートの目的として、本市にネットワークはあるのかないのか

を確認することがあった。ない場合、そもそも必要とされているのか実態を知り

たかった。 

 ・これまでの講話や小委員会の話を受け、活動を実践する中でネットワークを構築

することは必ずしも求められていないということが見えてきた。 

 ・現状、自分たちが考えるネットワークとは、地域の会長が集まり情報共有するよ

うなものではなく、誰かが何かをやりたいと思った時に必要に応じて作るものを

想定している。 

・社会教育とは何かについて改めて意見交換した。 

・個々につながることで満足するだけでは社会教育ではない。自分が学び、経験し

たことを他の人にも伝えて、社会のために動けることが社会教育ではないか。 

 

○両グループの代表１名より、意見交換内容を発表し、全体共有を行いました。 

 

４ 閉会 

 

傍聴者 ０名 
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会議資料等 ・第36期新潟市社会教育委員会議（７回）次第 

・報告資料１―１ 令和７年度社会教育委員等研修会 研修会資料 

・報告資料１―２ 令和７年度社会教育委員等研修会 参加報告 

・報告資料２ 新潟市教育ビジョン第４期実施計画 令和６年度進捗状況最終評価

（社会教育関係課抜粋） 

・報告資料３ 生涯学習施策に係る方針（ガイドライン）骨子案について 

・資料１ 第６回会議の意見交換まとめ 

・参考資料１ 新潟市立中学校 令和８年度以降の部活動について 

・参考資料２ 小中高等学校・社会教育施設手書き地図 

 


